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夏の講演会

「聾教育40年を振り返って、そして今」（前半）

愛媛大学教育学部 教授 立入 哉

今回は，聴覚障害児教育と40年というタイトルで，私の40年のような

ところから少し歴史を振り返ってみたいと思っています．後半は，neo難

聴とそれらへの対応ということで，２部の内容をご用意させていただきま

した．

前半講演動画；https://youtu.be/wkpt-Q_9zJ0

最初に，聴覚障害児

教育の歴史ということ

で，少し古いことを振り

返りながら，今後の聴

覚障害児教育に役立つ

ような話をしたいと思っています．最初は、山尾

庸三という山口県出身の方です．この方は「長

州ファイブ」という映画で取り上げられています．

レンタルDVDを借りて見ていただけると，山尾庸

三が若いときにイギリスでろうの人と会話といいま

すか，手話を使って話をしている場面が映画に含

まれています．日本に聾学校を作ることに努力し

た人です（図1）．

図1：山尾庸三と映画「長州ファイブ」

山尾庸三の出身地は山口県山口市の海辺の町

で，すぐ近くに山口南総合支援学校と，その隣に

山口県聴覚障害者情報センターがあります．この

情報センターは，私にとって非常に縁があるとこ

ろです．私が徳島県立聾学校の教員時代，最後

を教頭で終えられた安川宏という先生がいらっ

しゃいました．補聴器や聴能に大変詳しい先生で

した．この安川先生が，遠藤孝さんという徳島県

阿南市にお住みの方からご相談を受けました．

遠藤さんは中途失聴の方で，補聴器をもっと活

用して，多くの音を聞きたいと考えた方です．こ

の方が，徳島県立聾学校にご相談においでにな

り，徳島県中途失聴・難聴者協会を立ち上げる

に至るわけです．この徳島県中途失聴・難聴者

協会が，磁気誘導ループを公共施設に敷設する

運動を始めるわけです．私もその当時，安川先

生と一緒に黄色いヘルメットをかぶって，徳島県

の県議会場にループを敷く，ちょうど建築途中で

最後のコンクリートを敷くという段階で，床のコン

クリートの下にループを埋め込むという作業をさ

せていただきました．

その後，徳島市の市議会議場も安川先生と私

が行って，床にループを敷いたのを覚えています．

徳島県議会場のループは今も使われているよう

で，内閣府のホームページに県会議場に磁気誘

導ループを設置しているということが載っていて

驚きました．
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この磁気誘導ループの出会いから，私は試行

錯誤的に，より広い面積に安定した磁気誘導ルー

プを敷けないか，すでに徳島県立聾学校の幼稚

部にはもちろんもともとループが敷いてあったの

ですが，磁気漏れが多く，使いにくい物でした．

当時，Rionのフラットループがもう世の中に出て

いましたが，とても全教室に入れるほどお金がな

いということで，他の方法で隣の教室に磁気漏れ

が少ないループができないものかと試行錯誤を

していました．この試行錯誤の内容を聴覚言語障

害学会名古屋大会で発表させていただきました．

その研究会に，東京学芸大の中西靖子先生，京

都府立聾学校聴能言語室の畠口健先生がいらっ

しゃいました．中西先生はこの後で話しますけれ

ども「みみだより」を有料化したらどうか，また

畠口先生からは補聴器のフィッティングを科学的

に行う手法についてお教えいただくことになる機

会につながる出会いがありました（図２）．これら

図２：ループから生まれたご縁（１）

図３：ループから生まれたご縁（２）

もループを始めたことがきっかけだったと思うの

です．

遠藤孝さんとの出会いから，私はその後に全

難聴（全国中途失聴・難聴者団体連合会）の補

聴対策委員に推薦され，そこで全難聴の設立に

貢献された当時の会長の入谷仙介先生に出会い

ます．この入谷先生が，成人の補聴器のフィッティ

ング，補聴器の調整状態について公的機関が相

談を受けるべきだ，そのような公的機関「ヒアリ

ングセンター」の構想を立てられます．その入谷

先生の活動拠点が，実は先ほどの山口県でした．

ということで，山口県立聴覚障害者情報提供セン

ターに，入谷先生から補聴器のことが分かる言

語聴覚士を雇用するという先進的な発想が出まし

て，誰かいないかということで，愛媛大から卒業

生を１人送りました（図３）．

このような成人難聴者のつながりは，実は今も

継続しています．現在でも全難聴は「補聴シス

テムとリハビリテーションシンポジウム」を開催し

たり，先ほどお話ししました「総合ヒアリングセン

ター構想」，今はこれが，「きこえの健康支援セ

ンター」と名称を変え，この構想を打ち立てるた

めの会に，日本教育オーディオロジー研究会も

加えていただいています．このような流れも，実

は先ほど申し上げましたように，遠藤孝さんから

入谷先生という流れの上にあります．

そのときの安川先生の教えを取り上げておきま

す．聾学校では子どもの補聴器の調整をしてい

ます．私は，毎週月曜日の午後は，附属病院の

耳鼻咽喉科で補聴器外来の援助をしています．

補聴器外来は，主に加齢者，高齢者の方が多い

です．このような成人難聴者を担当すると，必ず

補聴器の調整状態について何かコメントをくれま

す．子どもは，そのような良いコメントはなかな

か言ってくれません．ですから，子どもをやる前

に，成人でじっくりと経験を積むことが大事だと

いうことを，安川先生はしきりにおっしゃっていま

した．そのようなことで，徳島時代も聾学校にお
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図４：聴覚障害児教育の開始

図５：日本盲唖教育発祥地の碑

年寄りをお呼びし，補聴器の調整のいわば練習

をさせていただいたことを覚えています．

さて，元の話に戻ります．今度は，皆さんご存

じの古河太四郎です（図４）．京都で初めて，盲

唖院という形で，聾教育を始めた方です．京都

の二条城の北側には，写真にあります日本盲唖

教育発祥の地という石碑があります．これは私自

身が撮った写真です（図５）．同じ京都市内の清

水寺の近くに東本願寺があります．そこに，大谷

祖廟という東本願寺に大変ゆかりが深い方が入っ

ている特別な墓所があります．では誰の墓所かと

いうと「西川家」の伝来のお墓です．私は，そ

の西川家の研究をライフワークとしてやっていま

すが，このきっかけを与えてくださったのは，私

が高校を卒業し，入学した愛媛大学教育学部で，

１回生の前期にあった井原栄二先生の授業です．

その中で，井原先生が非常に熱く西川吉之助の

図６：西川吉之助と濱子の写真

ことを話されたのです．井原先生は，西川吉之

助に関する幾つかの論文や随筆を書かれていま

す．これを聞きまして，私自身も西川吉之助の生

きざまに感銘を受け，吉之助研究を始めるに至り

ました．

愛媛大学教育学部，盲聾教育義務化，聾学校

教員の養成の歴史を少しご説明しておきたいと思

います．昭和23年（1948年）に盲学校，聾学校

の就学義務化ができ上がります．これは後で紹

介しますけれども，日本聾話学校の大嶋功先生

によるご努力の成果と聞いています．盲聾義務化

が制度化され，盲学校と聾学校に児童・生徒を

通わせなくてはならなくなると，当然先生の数が

足りなくなり，聾学校の教員の養成が急務となる

わけです．そこで，全国の幾つかの拠点大学に，

最初は聾教育課程という2年制の課程が設置され

ます．その後，昭和38年，聾学校教員養成課程

（2年制）ができます．昭和42年に聾学校教員

養成課程として，初めて4年制の独立した教員養

成課程となります．平成11年，聾学校教員養成

課程は養護学校教員養成課程(昭和43年設置)と

一本化され，障害児教育教員養成課程となりま

した．平成20年から特別支援教育教員養成課程

となり，課程内に聴覚言語障害コース，発達障

害コースがありました．平成28年から，特別支援

教育教員養成課程内の2つのコースが一本化さ

れました．令和２年には，課程からコースとなり，

特別支援教育教員養成コースになりました．この
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変更の頃から，かつての聾学校教員養成時代の

カリキュラムのほとんどが私の意志に反して削ら

れ，令和4年度末で旧聴言コースのカリキュラム

にあった科目群は消滅することになります．この

ような経緯で，愛媛大学における聾学校教員養

成は以前の充実した内容ではなくなります．

また，西川吉之助の話に戻ります．口話法教

育の開始ということですが，世界的な歴史を振り

返ると，1880年第２回ICED，これはミラノ会議と

して有名です．ここで，「聾教育は口話法で行う

べき」という宣言が行われます．その後、2010

年に開催された第21回ICEDの会議で「ミラノ会

議の宣言は誤りだった」と宣言が撤回されます．

この ICED（ International Congress on the

Education for the Deaf），世界ろう教育国際会

議は，世界で最も古くから開催されている教育関

係の国際会議といわれています．ICEDのミラノ

会議から40年も遅れて，吉之助の３番目の女の

子，濱子がろうであることがわかり，その当時の

図６：口話法教育の開始とICED

図７：第17回ICED（1990年）

京都市立盲唖院を吉之助が見に行くわけです．

その当時は，手話といわずに「手まね」と呼ん

でいました．その手まねによる教育を見て，吉之

助は自分の娘のために，自らが研究して，口話

法を日本に取り入れようと決意をするわけです．

その後，絵日記指導を濱子に対して始めます．

西川聾口話教育研究所を造り，月刊誌「口話式

聾教育」を創刊し，日本中に無料でばらまくとい

うことをして，口話法を広げる努力をするわけで

す（図６）．

先ほどお話ししましたICEDですが，図７の写真

は1990年ニューヨーク州ロチェスターで開かれた

ときに撮った写真です．今井秀雄先生，菅原廣

一先生はもうお亡くなりになりましたが，大沼直

紀先生，そして我妻敏博先生，高橋信雄先生の

お顔を拝見できます．この写真は，指文字を幼

少期から取り入れる教育法の開祖として有名なロ

チェスターろう学校（RSD）で撮った写真です．

今年（2021年）このICEDの第23回目大会が

オーストラリアのブリスベンで開かれました．本当

にオーストラリアで開かれたのか？と質問したとこ

ろ，やはり遠隔だったそうです．ですから，日本

からオーストラリアに行かずに済んだわけです．

どのような人が話をしているか調べました．基調

講演はDr.Christine Itano Yoshinaga先生，加え

て，Dr.Cheryl Johnson先生など，私のコロラド

留学時代の師匠が出ており，「頑張っているなぁ」

と，とてもびっくりしました．日本からは，筑波大

の鄭先生，金沢大の武居先生，東北福祉大の茂

木先生，筑波技術大学の小林先生なども発表さ

れていらっしゃるようです．世界的なご活躍で，

素晴らしいことだと思います．

また，吉之助の話に戻ります．「発音法によっ

てわが濱子を教育せし理由」という随筆が「聾

口話式教育」の創刊号に書かれています．日本

聾話学校が設立する１年前に濱子のろうを知り，

「ろうたるがゆえに，言語聴習の機を失い，唖

者たるべく余儀なくされた．ろう児を初めより廃人

扱いせず，発音法で教育し，普通人と交渉でき
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る社会人とする」というような目標を考えて，教

育は愛であるという思いを持ち，吉之助は自分の

研究所で多くのろうの子どもに対して口話法教育

を始めるわけです．

吉之助の話ですが，先ほど申し上げたとおり，

絵日記指導から月刊誌口話式聾教育，その後，

滋賀県立聾話学校の創立へと続きます．西川吉

之助は，今でいう三井住友などというような大企

業の御曹司で，お金がたくさんありました．その

お金をどんどん使って，口話式教育をやります．

ところが，その西川家の財の源であった北海道

図８：吉之助の聾教育への没頭と最期

左 図9：吉之助の辞世の句

右 図10：当時の絵日記

のニシン漁がだんだん斜陽になり，大赤字になる

わけです．その後，いろいろな苦労が重なって，

1940年吉之助は自ら命を絶ってしまうということに

なります．66歳のことです．図9が，西川吉之助

の辞世の句です．「ここ路をも 身をも ものをも

宇満し子に あたへつくして 行き志 このと

し」．「この年になって，自分の身も物も，自分の

生まれた子どもに与え尽くした，自分の志，この

年に至る」というような解釈を勝手に考えていま

す．このような句を残して，自ら命を絶ったという

ことです．

吉之助による絵日記指導は，大正10年12月16

日から始まっています．図10は，大正11年１月１

日のお正月の絵日記です．「今日はお正月です．

濱子は七つ，イク子は六つ，デンイチは四つに

なりました．マサコさんにおめでとうの手紙を出し

ました」という絵日記です．内容は今と変わりま

せん．このような，いわゆる言語指導も吉之助は

早期から自分の娘に行っていたという記録が残っ

ています．滋賀県立聾話学校には，その当時の

絵日記がまだ残っています．

西川吉之助については，2020年に，近江八幡

観光物産協会によってA4見開きの紹介パンフレッ

トを作っていただきました．こちらのバーコードか

ら読むことができますので，ご興味・ご関心を持

たれましたらお目通しください．

図１１：滋賀近江八幡「水都八都」第２８号

https://bit.ly/3l5xJJA
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図１２：西川聾口話教育研究所創始期の写真

図12の写真は西川聾口話教育研究所創始期の

写真です．写真右上には一柳満喜子さん，後に

メリル・ヴォーリズの奥さんとなるヴォーリズマキ

コさんが写っています．ヴォーリズ夫妻は近江兄

弟社の創設に関わっていまして，今も近江八幡

市の近江兄弟社学園に行きますと，一柳満喜子

さんの写真が，創立者の写真として掲げられて

います．このように西川家，ヴォーリズ家は古く

からつながりがありました．

西川の偉業は，さまざまなところに及んでいま

す．皆さんは，聴覚障害者教育福祉協会という

名前を聞いたことがあると思います．これも大正14

図１３：聴覚障害者教育福祉協会

年，1925年に日本聾口話普及会というものを吉

之助が設立し，自らは副会長，その後，聾教育

振興会という形で名称変えをして，徳川将軍の家

系を継ぐ徳川義親氏に会長をお願いするわけで

す．西川家と徳川将軍家は古くからつながりがあ

り，その縁で徳川氏が受けたということです．こ

の聾教育振興会が，聾唖教育福祉協会，戦中

戦後さまざまな統廃合の後，昭和35年には浜田

ろう学校初代校長の今西孝雄先生のご縁で桜内

義雄衆議院議長が会長にお就きになり，現在は

参議院議長である山東昭子先生が会長を務めて

いらっしゃいます．「障害者関係の団体で最も長

い歴史を持つ団体」も吉之助が作ったわけです．

さて，この当時で忘れてはならないのは，大

阪市立聾唖学校の高橋潔先生，大曽根源助先生

ですね．大曽根源助は大阪市立聾唖学校の教員

で，今使われている指文字を作られたことで大変

有名です．コロナ第1波の感染拡大が始まるぎり

ぎりの時，2021年3月の初めに，大阪中央聴覚

支援学校を参観させていただいた折，大曽根源

助に関する絵本を見つけました．拝読しましたら，

大曽根源助が「デンバーにあるコロラドのろう学

校に立ち寄った」と書いてあります．これはおか
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しいと思って，1930年3月6日発行のDeaf Mutes

Journalの大曽根源助の記述を読みました（この雑

誌はpdfで読むことができます）．そうすると，やはりコ

ロラドのろう学校は，Colorado Springsにあった

と書いてあります．大阪中央聴覚支援学校の先

生，すみません，絵本の記述は間違いです．写

真は私が撮ったコロラド盲聾学校の写真です．

1874年の設立以来，Colorado Springsにあると

いうことです．コロラドには大曽根源助が来てい

たのだと，歴史の長さを感じる話です（図１４）．

このような流れの中で，戦後，聴覚口話法と

いうものが始まります．西川の時代は，十分な補

聴器などなく，従って聴覚は使えず，（純粋）口

話だけでした．戦後になってから，日本聾話学

校の大嶋先生，十時先生が，アメリカからの寄

付された中古の補聴器を修理して，日本聾話学

校で聴覚を使うことを始めます．そして，聴覚活

図１４：大曽根源助の訪問先とCSDBの看板

図１５：日本聾話学校、大嶋功元学校長

用と早期教育の両輪で，聴覚口話法が始まるわ

けです．

日本聾話学校を作り上げた先生が，大嶋功先

生です．先ほど申し上げましたように，盲聾教育

の義務化に大変な尽力をされていらっしゃいま

す．日本聾話学校の教員として64年，校長とし

て44年も在職なさっています．その中で「聴覚主

導の教育」という信念を，ずっと貫いた教育を続

けてこられました（図15）．

私が愛媛大に就任したときに，大嶋先生から

お手紙を頂戴いたしました．「オーディオロジスト

を輩出する大学の教員として頑張って欲しい」と

いうお手紙をいただきました．今でも大切に保存

させていただいています．

さて，戦後のろう教育の充実について話をした

いと思います．戦後，早期教育と専攻科というこ

とで，下の延長，上の延長を図っていくわけです．

図16：大嶋功先生からいただいたお葉書

図17：特別支援学校の学校種ごとの在籍者数
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図17を見ますと，今でいう特別支援学校，かつて

の盲・聾・養護学校の子どもさんの数の変遷で

す．この中の聾学校の児童生徒数が一番多い時

は，聾学校の義務化が学年進行によって終了し

た昭和30年代で約2万人です．特別支援学校の

制度になってから，どこまでを聾学校として合計

するかで人数が変わってしまいますが，8,000人

に至らない人数の子どもさんがいるようです．こ

のように見てみると，とても減っているという状況

が分かります．ここ最近の状況として，平成後の

児童生徒数を示した図が図18です．よく「聾学

校の子どもは減っている」という話をしますが，

このグラフの点線は15歳以下の子どもの人口で

す．ですから，そもそも全国の子どもの数自体が

どんどん減っています．では，この中で聾学校に

いる子どもの数はどうかというと，この実線のよう

にほぼ横ばい，8,500人ぐらいで，ずっと同じペー

図18：近年の15歳以下人口と聾学校在籍児数

図19：教育機関ごとの聴覚障害児在籍児数

スを維持しています．そこで，割合（％）を取り

ます．全国の15歳以下の人口のうち，聾学校に

いる15歳以下の児童生徒数の割合（縦棒グラフ）

を見ると，0.05％（左横軸）でほぼ変化がない

か、むしろ微増傾向にあると言えるのではないか

と思います．

聾学校の子どもだけではなく，他の教育機関

のことも含めて少し見てみます．18歳未満の身体

障害者手帳で聴覚障害という手帳を取っている子

どもの数，身体障害者福祉法は70dBで６級です

から，70dBよりも聴力が重い子どもは，大体２万

人います．この２万人という子どもの数というのは，

身体障害者手帳の制度ができてから，ほぼ変わっ

ていません．統計的に２万人で，ずっと一緒です．

不思議なものです．子どもの全体数が減ってい

るから，むしろ減っていってもいいのですが，ほ

ぼ２万人です．1964年ぐらいから難聴学級に通う

子どもの数が出てきて，その後1996年から通級

制ができます．聾学校，難聴学級，通級指導教

室，その他通常の学級で学ぶ子どもたちというよ

うに，この２万人の内訳がわかります（図19）．

この難聴学級の歴史についても少し触れておき

たいと思います．難聴学級の歴史で，一番有名

なのは1960年，岡山市の内山下小学校です．こ

の内山下小学校で難聴学級が始まる岡山という

地は，いろいろな難聴関係の事始めが多い県で

す．難聴学級がそうですし，難聴幼児通園施設

の第１号が岡山かなりや学園です．新生児聴力ス

図20：難聴児教育の歴史
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クリーニング，軽中等度補聴

器購入補助，これも岡山が事

始めです．このように，岡山

という地は，難聴に関して，

非常にスタートが早い県です．

この岡山の難聴学級設置か

ら，1962年岡橋滋夫先生が全

国難聴児を持つ親の会を設立

します．この親の会が運動を

起こして，全国に難聴学級が

多くでき上がっていきます．

1993年，通級による指導教室

が始まります． 図21：全国難聴児を持つ親の会による小冊子

岡山にもう少し触れておきま

す．岡山聾学校寄宿舎の火事，これは大変有名

なことです．これは事始めとは言え，あまりにも

不幸な事件です．その当時，盲学校と聾学校が

一緒の寄宿舎を使っていて，その寄宿舎で火事

が起きました．１階にいた盲の子どもは全員逃げ

られました．２階にいたろうの子どもは，「火事だ，

起きろ！」という声が聞こえなかったので逃げ遅

れ，16人の子どもが亡くなりました．これはどの

ように聞こえない，あるいは見えない子どもを避

難させるかを考えるスタートラインになった事件だ

と思います．この寄宿舎跡にあるのが岡山かなり

や学園です．徳島の聴覚支援学校は，聴覚支援

学校と視覚支援学校が抱き合わせで同じ敷地に

あり，寄宿舎も共用するようになっています．そ

のようなところでは，この悲惨な記憶を後世に役

立てるべく新しい工夫が施されています．

先ほど申し上げました全国難聴児を持つ親の

会は，岡橋滋夫会長と岡橋裕子事務局長，この

ご夫婦のお力により，全国組織として非常に大き

な力を持って運動を進めていかれました．私は，

徳島県難聴児を持つ親の会，茨城県難聴児を持

つ親の会の設立に関与させていただくことができ

ました．振り返ってみますと，インターネットがな

き時代に，親同士が集まって情報交換をする，

同じ障害を持った子どもを持つ親同士が集まる

チャンス，それが難聴児を持つ親の会の存在価

値だったと思います．今は加盟する親御さんが

減っていると伺っており，本当に残念な話です．

難聴児を持つ親の会は，学校単位のPTAとは違っ

て，通常学校に通っている難聴児の親，難聴学

級に通っている難聴の子どもさんの親，聾学校に

通っている子どもの親が一堂に集まれるチャンス

であり，今はそうした機会はほとんどありません．

それは非常に残念なことだと思います．

もう一つ，全国難聴児を持つ親の会は，「聴覚

障害児の理解のために」という冊子を，年に１回

発刊し，300円か400円という安い価格で販売して

いました．私も第21集と第28集は「補聴器の上

手な使用法」，第24集は「補聴援助システム

（ALD）」という冊子を，全国親の会から出すこ

とができました（図21）．これらはもう新しい冊子

は入手できませんが，図にpdfのダウンロード先

を載せておきました．今でも使えるような内容も

入っていますので，ぜひ目を通していただけると

うれしいです．特に第24集の「補聴援助システム」

は，関連する本はほとんどない中で，どのような

機器があり，どのような活用方法があるかをまと

めてありますので，今でも皆さんのお役に立つの

ではないかと思います．

補聴援助システムの中で，特にFMについてで
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すが，最初は箱型のFMでした．1990年ぐらい，

私がまだ徳島聾学校の教員時代ですが，アメリ

カで出されている雑誌で耳かけ型FM補聴器が市

販されると聞いて，1991年10月に早速イスラエル

にあるAVR社というメーカーさんに耳かけ型FM

補聴器「Extend Ear」を買いたいとFAXで問い

合わせをしました．何度かのやりとりの後，1993

年１月に社長のBarak DarからFAXをいただいて

います．「今は北アメリカでしか売っていないから，

あなたには売れない」という返答でした．つれな

い返事で悲しかったです．しかし，その後，彼の

イスラエルの会社を訪問することができ，非常に

いい関係を築くことができました．このExtend Ear

の紹介ビデオにDr. Mark Rossという世界難聴者

協会の会長が出演しているビデオがありまして，

補聴器本体は売ってくれませんでしたが，この紹

介用ビデオを送ってくれました．このビデオを持っ

て，幾つかの補聴器メーカーを訪ねましたが，

数社断られ，ダナジャパン社（現 GNヒアリング

ジャパン社）に行きました．当時，木村社長，

伊丹専務，小川常務の３名の前で，このような新

しい補聴器があるとプレゼンをしました．そうした

ところ，これは面白いという話になり，AVR社と

交渉をしてくださることになりました．また，ダナ

ジャパン社からの申し出で，せっかくだから，Dr.

Mark Rossを日本に呼んで講演会をしようという

ことになりました．これが「重度・最重度の補聴

に関する国際フォーラム」です．第１回インター

図22：Extend-EarからInternatinal Forumまで

ナショナルフォーラムを，横浜ラポールと京都国

際交流会館で開かせていただきました（図22）．

このFMシステムについて，その当時作ったビ

デオがありますので，見ていただきたいと思いま

す．ざわざわした教室の中での先生の声がFM

補聴器を使用するとクリアに聞こえることがわかる

ビデオです．

左：普通の補聴器での教室の音

右：FM補聴器での同じ教室の音

図23：FM補聴器の効果体験映像

普通の補聴器ですと，隣の教室の歌声が聞こ

えたり，最後に先生が話した言葉が十分に聞き

取れません．しかし，FM補聴器を使うと，「エミ

ちゃん，今日お休みね」と先生が話しているの

がはっきり聞こえます．このように，FMを使うと

明瞭に聞こえるということを，通常の学級の担任

の先生に体験してもらうためにぜひとも使って欲

しいと思って作りました．

その後，さらにFM補聴器をうまく使うために，

「FM補聴器の活用のために」というビデオを作

りました．FM補聴器は今はデジタルワイヤレス

やBluetoothの技術を使ったマイクに替わってし

まっていますが，今もこのようなリモートマイクを

教室で使っていらっしゃると思います．ビデオを

通してリモートマイクをどのようにしたら応用的に

使えるかを紹介させていただきました．その当時

は大阪市立ろう学校にご勤務されていた中瀬浩

一先生と一緒に作ったビデオです．これも短いビ

デオですので，見てみてください（図24）．
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図24：ビデオ「FM補聴器の活用のために」

図25：FM補聴器の評価法

さて，FM補聴器，あるいはリモートマイクの調

整法や評価法，特にノイズ下での評価法は，第５

回補聴に関する国際フォーラムを大阪で開かせて

いただいた時の２日目に，FMの評価法に関する

技術講習会を，Dr.Cheryl DeConde Johnsonを

呼んで開きました．最近，リモートマイクが手軽

に使えるようになりました．しかし，リモートマイ

クを使ったら，どれだけ子どもさんの聞こえが向

上するかということを評価することは，今でもやっ

ておきたいポイントです．評価，効果をきちんと

記録しておくことは，基本だと思います（図25）．

さて，教育課程の変遷です．聾学校において

は，かつては「養護・訓練（養訓）」と呼び，1999

年からは「自立活動」と名称が変わった教育課

程があります．歴史を振り返ってみますと，1990

年頃までは，補聴器を付けて耳を慣れさせていく

時代でした．箱型補聴器で，小さなトリマをドラ

イバを回して調整をしていましたが，周波数帯域

ごとの細かい調整はできませんでした．ですから，

図26：聞こえさせる時代から自ら聞く時代に

図27：聴能訓練から聴覚学習に

「補聴器の音に慣れさせる」と言っていました．

それが1990年以降，補聴器のトリマの数が増え

てきて，さまざまな調整ができるようになりました．

こうした「聞こえさせる」という考え方から，自然

に「聞こえる」時代，みずから「聞こうとする」

姿勢を育てる時代になりました（図26）．同時に

「聴能訓練から聴覚学習」という考え方への変

化が出てきたと思います．そのきっかけは，図27

にあります1986年刊のVolta Reviewという雑誌

で，「聴覚学習」が取り上げられたのがきっかけ

だと思います．

その当時，私は徳島県立聾学校で勤務してい

ましたが，養護・訓練の時間の中に「聴能の時

間」を設けました．その中で，遊びを通して聴

覚を使おう，遊びを通して聴覚を利用するという
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図28：音遊びの聴覚学習（学苑社刊）

ことを意図的にやる時間を，週に１時間設けること

できました．

その当時，どのようなことをしていたかですが，

徳島県立聾学校退職時に「音遊びの聴覚学習」

という本に，実践をまとめて発表する機会を得る

ことができました（図28）．再生機にかけると，

カードが横に動きながら，録音されている音が再

生されるというオーディオカードという製品があり

ます．例えば，このオーディオカードの右半分に

は，野菜の絵を書いておきます．左半分は白紙

です．この右半分と左半分に「キャベツ，キャベ

ツ」という録音をしておきます．絵が描かれてい

る他方を出して，「キャベツを買ってきて」と言っ

て，再生機が置いてある八百屋に行かせます．

八百屋さんの店先には，何も絵が描いていない

声だけが録音されている音声カードがあります．

音声カードを再生機にかけながら，キャベツと聞

こえるカードを探させるわけです．探し当てると，

ぴたっと２枚のカードの切れ目が合って，「当た

り！」ということが分かります．

「音遊びの聴覚学習」の本には「聴能マトリ

クス」といいまして，どのような素材について，

どのような遊びができるか？が紹介されています．

そこの数字を見て，そのページを開くと，音遊び

の事例が書いてあるという仕組みです．この本は

おそらく 8,000部ほど売れた業界ではそこそこヒッ

トした本ではないかと思います．実はこの本には

ネタ本がありました．これは，今まで明かさなかっ

た秘密です．1967年に徳島県立聾学校で作成さ

れた「聴能訓練のノート」という冊子で，このネ

タ本をだいぶ参考にさせていただき，先ほどの「音

遊びの聴覚学習」という本が完成したのです．

その頃（27歳だったと思います），徳島県立聾

学校の養訓課長を拝命しておりまして，「関する

聴能」にも深く注意するよう下命を受けていまし

た．「関する聴能」は，小学部・中学部におけ

る教科教育の中で（養護・訓練の中の）聴覚を

意識して使うということです．すべての教室で，

先生がピンマイクを胸に付ける，加えて図29の右

下のように，子どもの声を拾う別のマイクを備え，
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図29：「関する聴能」の実践

子どもに口声模倣を促す際には，このマイクを子

どもの口もとに差し出すことができるように，2本

のマイクを各教室に整備しました．さらに教室に

備えてあったテレビの音声出力を各教室の集団

補聴器に接続し，教室の磁気誘導ループから子

どもの補聴器のTコイルに磁気誘導させて，十分

な聴覚補償が行えるようにしました（図29の左

下）．小学部の国語で「イルカ」が出てくる教材

で，ビデオのイルカの鳴き声をテレビのイヤホン

端子からループ，ループでテレビの音声を聞き，

上手にイルカの鳴き声を真似している小学部の児

童の姿がビデオに残っています．

その次は，早期発見の話です．聾学校の歴史

を振り返りますと，1960年代，1970年代は，５歳

か４歳，早い子でも３歳になってから，聾学校に

来ています．それはなぜかというと，「言葉が遅

い」ということが主訴であっても，ある程度の年

齢にならないと，聴力検査ができないから，聴覚

障害かどうか分からず，聾学校への入学につな

がりませんでした．ところが，1970年代からABR

（聴性脳幹反応検査）ができて，その後はご存

じのように，AABR，DPOAEと新生児聴力スクリー

ニング（新スク）の時代が来て，０歳で発見され

る時代になりました．徳島では1987年ぐらいから１

歳半健診に聾学校の教員が係わっています．教

員が保健所に出張して，そこで１歳半健診の一部

として聴力スクリーニングをさせていただいてい

図30：早期発見と言語発達率

ました．１歳半健診が気付きになって，聴覚障害

が発見されるという事例が，学年の半分ぐらい

あった時代もありました．

新スクがこれだけ広がったことの一つのきっか

けが，Dr.Christine Itano Yoshinaga先生のご研

究です（図30）．私がコロラド大学ボルダー校

（CUB）に留学したきっかけは，このYoshinaga

先生にご教授をいただきたいと思ったのがきっか

けです（CUBがあるBoulderは非常にきれいな町で

す）．新スクが世界的に広がった大きなきっかけ

が，AABR（auto ABR）の登場です．日本には1998

年，三科先生の厚生科学研究をきっかけに取り

入れられ，先ほどお話ししましたように，岡山，

秋田，神奈川で先進的な取り組みとして始まった

わけです．

このように，Yoshinaga先生がいらっしゃったコ

ロラドは，早期発見と早期補聴，早期教育という

先進的な取り組みをしていました．私は，日本で

新スクが始まった直後，2005年3～12月まで留学

をすることができました．さまざまな貴重な体験

をさせていただくことができました．新スク関連の

様々な検査の手法・評価方法，保護者への説明

など，いろいろなことを勉強させていただきまし

た．2006年の第8回近畿教育オーディオロジー研

究会では，私のアメリカ聴覚障害児教育というこ

とで，留学の成果発表をさせていただきました．

図31がその際のスライドですが，振り返ると，
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図31：第8回近畿教育オーディ研究会のスライド

オーディトリーニューロパチー(ANSD)，APD，

FM(Auditory Trainer），音場増幅システム，そ

れから実耳測定の重要性の話をさせていただき

ました．実耳測定については，私も以前から色々

なところでやっていたのですが，これをどうすれ

ば日本に根付かせることができるか，今も努力し

続けていますけれども，なかなか根付きません．

振り返りますと，1988年から愛媛大学の「公開

講座」というものがありまして，本当に長く続きま

した．これが，今の日本教育オーディオロジー

研究会の設立や，同研究会の上級講座の礎にな

りました．先ほどから何回も出てきていますが，「み

みだより」という聴能情報誌を徳島県立聾学校の

教員だった1987年に発刊しました．これも2004年

の日本教育オーディオロジー研究会ができ，メー

リングリストの発足に伴い，廃刊させていただき

図32：愛媛大学公開講座

ました（図33）．1988年からフィッティングフォー

ラムという研究会も始めました．これは，全日聾

研の翌日にやっていた１日の研究会です．第1回

目は，香川県立聾学校での全日聾研の最終日の

翌日，徳島県立聾学校で行いました．ちなみに

VRAという手法は，1989年の神戸においてフィッ

ティングフォーラムがありまして，そこで鷲尾純一

先生からご紹介していただいたものです．この方

法については，だいぶ日本に浸透してきたかと思

います．その後，カスタム補聴器，人工内耳な

どの話題をとりあげました．1993年はアメリカから

オーディオロジストの田中美恵子先生をお呼びし

て，このときに初めて「Educational Audiology」

という概念がアメリカにあることをお教えいただ

き，資料集に「教育オーディオロジー」と日本

語訳を付けて初めて紹介させていただきました．

この際，インサートイヤホンのことも教えていただ

図33：「みみだより」の歴史

図34：「フィッティングフォーラム」の歴史
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きました．1996年に水戸でのフィッティングフォー

ラムでは，その当時，言語聴覚士を法制化する

という話があり，それまで聾学校で行ってきた聴

力検査や補聴器調整が聾学校で行うことができ

なくなるのではないかということから，各地の教

育オーディオロジー研究会を通してスキルアップ

をしようという話し合いを行いました．フィッティン

グフォーラムでは，補聴援助システムやデジタル

補聴器，新スクもテーマとして取り上げてきまし

た（図34）．これも日本オーディオロジー研究会

の発足に伴って，吸収されたと考えています．

それから先ほど申し上げましたように，「重度・

最重度難聴の補聴に関するインターナショナル

フォーラム」という会を設けました．これはExtend

Earを日本に紹介すべく，当時のダナジャパン社

とコクレア社の後援を受けて開いた会です．この

国際フォーラムの2004年にはDr.Carol Flexerをア

メリカからお呼びしました．この会が第１回日本教

図35：「国際フォーラム」の歴史

図36：日本教育オーディオロジー研究会の発足

育オーディオロジー研究会の設立総会のときの

記念講演会という位置付けになり，その日の夜

の設立総会後の懇親会の熱気は今でも記憶に

残っています（図35）．

振り返りますと，図36のように，公開講座，フィッ

ティングフォーラム，みみだよりが，2004年の日本

教育オーディオロジー研究会の設立によって，一

つに整理されて，今も続いていると思っています．

講演前半の最後ですが，私と国際協力という

話を最後にしておきたいと思います．1989年ぐら

いから，インドネシアやタイ，スリランカ，バング

ラデシュ，パレスチナ，タイ，ベトナム，韓国，

さまざまな国にお邪魔することができました（図

37）．特にこの中で記憶にあるのは，図37の写真

右上のガザのアトファルナ聾学校です．ここには

３週間ほど現地に滞在して，写真に写っている４

人のオーディオロジー部のスタッフのトレーニン

グを担当しました．写真にありますように，VRA

とピープショーに使えるハウス，電気でパパッと

家の中が光るようなハウスを現地の大工さんに

作ってもらって，使い方や検査の仕方をお伝えす

ることや，アラビア語の語音検査も作って見まし

た．このような機会を得られたことで，世界につ

ながることができたと思っています．パレスチナと

の縁は本当に深く，最近では2016年に開かれま

した外務省主催のシンポジウムに，ビデオ出演

をさせていただきました（図38）．その際に紹介

図37：世界の聴覚障害児教育の現場に
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図38：外務省主催のシンポにビデオ出演

図39：アトファルナ聾学校でのスクリーニング

されたアトファルナろう学校で，子どものOAEを

携帯型の機械で測っている写真です（図39）．こ

のような形で，私がアトファルナ聾学校の設立時

に育てたオーディオロジー部のスタッフが今も活

躍されていると聞いて，大変嬉しく思っています．

図40は，ゼミ旅行で韓国に行ったときの写真で

す．ちょうど韓国の国立聾学校が100周年で，記

念のモニュメントの前で撮った写真です．このモ

ニュメント，手話で「100年」を現していますが，

日本の手話とほぼ同じです．一番右端が，韓国

から来ていた留学生さんです．韓国の順天郷大

学の学生時代に，交換留学で愛媛大学に来て，

その後，愛媛大の大学院に入学・修了し，今は

韓国の特別支援学級の担任の先生をやってい

らっしゃいます．色々なご縁ができました．

最後の１枚です（図41）．長々と話をしてしまい

ましたが，基本は基本，だからこそ，温故知新と

いうことだろうと思います．時代が変わっても，

聴覚障害児に対する目標は変わらないと思いま

す．例えば，今日お話ししました早期発見，早

期補聴，そして早期教育ですが，補聴のための

評価法，VRA，インサートイヤホンはまだまだ浸

透が十分とは言えません．補聴器の装用閾値の

評価については，2022年の夏ぐらいまでには原

著という形で論文にしたいと思っています．早期

教育については，乳幼児段階からしっかりとした

言語指導を行う，そのために聴覚を使っていくと

いうこと，より良い聞こえの確保が必須です．今

日お話しした集団補聴，個人用のALDの評価と

使いこなしは，温故知新ではなく，今後も求めら

れていくのだろうと思います．こうしたことを通し

ながら，聞こえを利用した言語の獲得，それと社

会自立ということを，私たちはこれからも希求して

いかなければいけないだろうと思います．それ

では，前半の話はここで終わりにします．

図40：韓国へのゼミ旅行

図41：「基本は基本」だからこそ、温故知新
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